
 

 

 

 

 

 

 

 第５８回全国学童保育研究集会は１１月４、

５の両日開催されます。同集会は全国の学童保

育関係者４，０００人が一堂に会して学び、交流

する大規模な研修会です。今年度はオンライン

のほか、全体会を東京都多摩市で、分科会の一部

が桜美林大学淵野辺キャンパスで、対面で開催

されることになりました。 

京都教育大学の丸山啓史先生の講演のほか、

４２のテーマで分科会を予定しています。県連

協は岩手県から３３０人の参加を目標に取り組

むことになりました。具体的には、①１支援の単

位につき保護者の複数参加を②指導員は全員参

加を―目標を掲げて取り組みます。一人でも多

くの方に参加していただけるよう、各地域、各ク

ラブで呼びかけをお願いします。 

申し込みは９月３０日まで専用サイトから、

または専用窓口にファクスで申し込みしてくだ

さい。現地開催の分科会には定員がありますの

で、早めにお申し込みください。保護者、指導員

の多数の参加を期待します。 

 

  

県連協 阿部会長からのメッセージ 
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子どもたちは、学校や家庭などで様々なことを考え悩みながら生きています。学童保育

は、子どもたちと指導員の信頼関係を基本としながら、子どもたちのすべてを受け止め、関

わり、保護者と共に健やかな成長に導いていく施設であり、学校や塾、スポーツクラブなどと

は異なる特別な役割をもっています。 

コロナ禍のもとで、学童保育の大切さは、多くの人に認識されることとなりましたが、現実

の学童保育の現場では、様々な課題が山積しています。そうした課題を乗り越えて、それ

ぞれの学童保育が充実していくためには、学童保育に関わる保護者や指導員が、互いに

学び交流することが必要です。 

第５８回全国学童保育研究集会は、わたしたちが望む学童保育のエッセンスがギッシリ

詰まった研修会です。指導員の皆さんはもちろんのこと、保護者の皆さんも是非ご参加いた

だきますようご案内いたします。 


